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大稔哲也 編（早稲田大学教授）
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エジプト一月二十五日革命を中心にみる
グローバリゼーション下の日常的抵抗

自由，尊厳，正義，民主主義，非暴力，笑い……
そのとき，人々は何を求めて立ち上がったのだろうか？
そして，今も何を求めつづけているのだろうか？

「エジプト１月25日革命」を中心に、
時間軸・空間軸をこえて「アラブの春」における数多の声を再生する。

「アラブの春」から10 年以上を経て、今改めて、その実態や諸成果そして人々の営為を、
時間的・空間的に把握する試み。


